
 

 

 

 

令和 8年 8月 7日 

15時 30分 

 

西日本高速道路株式会社 

お 知 ら せ 

 

第１回 南九州自動車道妙見第一橋復旧に関する検討委員会の開催結果について 

 

令和8年8月6日（木曜）に開催した「南九州自動車道妙見第一橋復旧に関する検討委員会」の開催結果について、別

添のとおりお知らせします。 

 

 

１．日  時 令和 8年 8月 6日（木） 13：30～15：55 

２．場  所 ホテル大黒屋（熊本県八代市麦島西町 7-15） 

３．結果概要 別紙１のとおり 

４．委  員 別紙２のとおり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

 

別紙 1 

南九州自動車道妙見第一橋復旧に関する検討委員会 

第１回の結果概要 

 

① 断層ずれの直接的な影響により、上下線ともに、橋脚が隆起・沈下し、また水平方向も変位が発

生。その結果、隣接する橋脚間で１ｍを超える高低差、間隔差が複合的に発生し、橋桁、橋脚が

損傷している。これは、日本において、これまで経験したことがない被災形態である。 

② 桁の状況が極めて不安定なため、速やかに安全措置を行った上で、対策を進めていく必要があ

る。 

③ 地震動や橋脚周辺の地盤についての調査も丁寧に行うことが必要である。また、橋脚の傾斜や

基礎の変状の可能性を踏まえ、基礎の健全性調査が必要である。 

④ 当該橋梁は、支承が壊れたとしても落橋しにくいように、橋脚上の幅を確保し、桁の移動を妨げる

ために桁同士の連結や、突起の設置を行っていた。これらの対策が今回については結果的に一

定の効果があったものと考えられる。なお、実際の挙動については詳細な調査が必要である。 

⑤ 縦断に大きな変位がある中、連続高架橋、トンネルとの擦り付けが必要となる困難な復旧となる

ことに十分留意する必要がある。 

⑥ 阿蘇大橋の落橋後の復旧は地震による揺れだけではなく、被災の分析から想定された活断層に

よる地盤の変位を考慮し、容易に落橋しないように、橋の形状や支間割等が検討された事例であ

り、こうした経験も踏まえて検討をしていただきたい。 

⑦ 再度同じような断層による地表付近の変位や地震による揺れを受けることも想定し、調査結果も

踏まえ復旧しやすくなるような構造上の工夫について検討していくことが必要である。 

 

以上  



 

 

別紙２ 

  



 

 

位置図 

 

 

【参考】検討委員会開催状況 

会議状況                         現場確認状況 


